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論文内容要旨  ーヒ
一
 本博士論文の主目的は,四国中央部別・予地域三波川変成帯中の東平変はんれい岩体の起源と沈み込み
 に関連するテクトニック・プロセスを理解することである。
 東平変はんれい岩体は,四国中央部別予地域三波川変成帯の西縁部に分布するエクロジャイトを含む
 テクトニック・ブロックの一つであり,東西約6.5km,南北最大工kmの岩床状の分布を示す。東平岩体は,
 主に少量のエクロジャイトを伴うざくろ石縁れん石角閃岩および少量の.弟斜輝石角閃岩とそれに挟まれ
 る層状・レンズ状の蛇紋岩から構成される。周囲は主に曹長石黒雲母帯～灰曹長石黒雲母帯に属する緑
 れん石角閃岩相の三波川結晶片岩類に囲まれて産している。東平岩体の地質学的産状および岩石学的・
 岩石化学的特徴から,東平岩体の主な部分は,玄武岩質マグマ溜まりからのかんらん石,斜長石および
 .単斜輝石の集積作用によって形成された層状のはんれい岩に由来すると考えられる。一方で,東平岩体
 の一部には,海洋性の環境における堆積作用の痕跡を示す角閃岩と変堆積岩類(泥質片岩および大理石)
 と互層する部分が存在する。これらのことか亭),東平岩体は,海洋性堆積岩を一部に伴う海洋地殻下部
 の超苦鉄質～苦鉄質組成の層状はんれい岩コンプレックス(Layer3)に由来すると考えられる。
 原岩の形成後,東平岩体は,3回の複昇温変成作用イベントを記録している;高温変成作用,エクロ
 ジャイト相まで到達した沈み込み帯低温高圧変成作用,三波川累進変成作用。はじめの高温変成作用イ
 ベントは,沈み込み帯での低温高圧変成作用以前のもので,角閃岩相からグラニュライト相に相当する
 ものと考えられる。この高温.変成作用は,ざくろ石緑れん石角閃岩中の産するMgに富むざくろ石(最大
 MgO=8wt%)の存在やエクロジャイト中のざくろ石斑状変晶のコアに産するTiO,に富むtaramite～
 pargasiteの包有鉱物の存在から推定された。この高温変成作用イベントは,オフィオライト下のメタモル
 フィックソールのそれに類似、している。そのため,この高温変成作用は沈み込み初期にスラスト断層運
 動などに伴って形成されたものと考えられる。続いて,東平岩体に記録された沈み込み帯での低温高圧
 変成作用イベントは,3つのサブステージに区分することができる:プレエクロジャイトステージ,ピ
 ー クエクロジャイトステージ,ポストエクロジャイトステージ。プレエクロジャイトステージの変成作
 用は,東平岩体のエクロジャイト中のざくろ石斑状変品のコアの部分の包有鉱物組合せから,緑れん石
 青色片岩相に相当する。エクロジャイト中のざくろ石斑状変晶とオンファス輝石の累帯構造パターンか
 ら,東平岩体は,変成温度・圧力が共に増加する緑れん石青色片岩相からエクロジャイト相に向う低温
 高圧型の昇温変成作用を記録したことを示す。変成鉱物組合せと鉱物化学組成変化から見積もったプレ
 エクロジャイトステージの変成温度一圧力条件は,T=300-450。C,P認0・7-LIGPaであり,ピークエク
 ロジャイトステージはT=700-730。C,P≧=L5GPaである。ピークエクロジャイトステージ後,東平岩
 体は,沈み込み帯を一ヒ昇して三波川変成岩類に遜大して,縁れん石角閃岩相の後退変成作用を被った。
 最終的に東平岩体は,その後さらに周囲の三波川結晶片岩類とともに灰曹長石黒雲母帯(約600℃,0,9～
 LIGPa)に至る三波川累進変成作用を受けた。東平岩体とほかのエクロジャイトを含むテクトニック・ブ
 ロックのピーク変成温度圧力条件を比較すると,各岩体は同じ・・'つの沈み込み帯のもとで高圧型変成作
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 用を受け,各々の変成圧力条件(二深度)まで達したものであると考えられる。
 以上のことから,東平岩体は,海洋地殻を構成するはんれい岩が3回の複変成作用を受けた複雑な変
 成履歴をもつ岩体であることが明らかとなった。原岩の形成後,東平岩体は,沈み込み帯の初期に動力
 変成作用による高温変成作用を被った。続いて,低温高圧型の昇温変成作用の問に東平岩体は,沈み込
 み帯で地下約50km以深(エクロジゼイト相)まで沈み込んだ。一方で,三波川結晶片岩類(曹長石黒雲
 母帯および灰曹長石黒雲母帯)は地下約30km～35kmまで到達し,付加コンプレックスとして上盤側に付
 加した。東平岩体をはじめとするエクロジャイトを含むテクトニック・ブロック岩体(束赤石岩体,五
 良津岩体など)は,沈み込み帯の上昇の過程で,上盤側の付加体下部の三波川結晶片岩類の現位肯に近
 入し,最終的に緑れん石角閃岩相の三波川累進変成作用を被った。
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 論文審査の結果の要旨
 四国中央部別子地域の三波川変成帯の高変成度部には周囲の変成岩とは異質な超苦鉄質～苦鉱質の岩
 体がテクトニック・ブロックとして分布している。これらは,通常の三波川変成岩よりも深部の変成作
 用を受けており,これらの研究は沈み込み帯深部のテクトニクスを明らかにする上で極めて重要である。
 本論文で扱われている東平変はんれい岩体は,そのようなテクトニック・ブロックのの一つである。
 本研究では,東平変はんれい岩体について,地質学的,岩石学的検討を行い,本岩体の経て来た変成履
 歴を明らかにし,それを現在の沈み込み帯で推定されているプロセスと対比させて,その形成発達史を
 明らかにしている。重要な新知見としては,岩体の一部に,高圧変成作用を受けたエクロジャイト相に
 属する岩石を発見したこと,この岩石について詳しい記載岩石学的,造岩鉱物学的検討を行うことによ
 り,東平変はんれい岩体が大きく3ステージの複変成作用を受けていることを明らかにし,さらにこれ
 を5つのサブステージに区分し,その変成履歴を詳細に明らかにしたことが挙げられる。
 この結果,東平変はんれい岩体は,海洋地殻域で,はんれい岩体として形成されて後,沈み込み帯に
 組み込まれ,高圧変成作用を被った後に,三波川変成帯中に取り込まれ,引き続く隆起過程によって,
 現在の位萱にもたらされたことが明らかとなった。
 本研究で行われた詳細な変成履歴の解明により,これまで断片的にその形成条件が議論されてきた,
 これらのテクトニック・ブロックに対して,沈み込みモデルに基づき一貫した形成発達史を描くことが
 可能となった。これは著者が自立して研究活動を行うのに必要な高度な研究能力と学識を有することを
 示すものである。よって,宮城康夫提出の博士論文は'1専士(理学)の学位論文として合格と認める。
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